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市 の 人 口
 （12月1日現在） （前月比）

世　帯　16,865 （＋ 11）

人　口　51,286 （－ 33）

　男　　25,366 （－ 10）

　女　　25,920 （－ 23）
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と
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新
年
明
け
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し
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お
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と
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　さまざまな分野で活躍された方々に対

し、11月21日に富津市表彰と、28日

に教育委員会表彰の表彰式が行われまし

た。今年度表彰された方々をご紹介しま

す。（敬称略）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

111111111111111111111555555555555555555555富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成111111111111111111111555555555555555555555年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

　平成１６年消防出初式を下記のとおり

行います。

　消防職・団員約５７０人と消防車２６台

のパレードに始まり、第一線で活躍中の

職・団員１３４人に対する表彰と各種演技、

明澄幼稚園幼年消防クラブ員の演奏が披

露されます。皆さんお誘い合わせの上、ご

観覧下さい。

記

日　時　　１月１１日（日）午前９時～

場　所　　富津公民館駐車場（荒天時は中

央公民館ホールで午前１０時

３０分～）

�消防本部総務課�６５・４９０２

消 防 出 初 式 の ご 案 内

表 彰表表 彰彰
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プププププププププププププププププププププラララララララララララララララララララララスススススススススススススススススススススチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククををををををををををををををををををををを分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
４月１日からごみの分別方法が一部変わります

　ごみは現在、可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみに分別してステーションに
出すようお願いしていますが、４月から可燃ごみのうち、商品を入れたり
（容器）、包んだり（包装）するために使われるプラスチッ
ク（容器包装プラスチック）を新たに分別回収することにな
りました。

見分け方　「プラ」のマークが付いているものが目安
出し方　よく洗って乾かし、指定袋（新たに販売）に入れて出してください
指定袋 １枚45リットル15円でほかの指定袋と同様に販売
収集日 現在可燃ごみが月・水・金曜日の地区（地区１）は、第２.４の水曜
日、火・木・土曜日の地区（地区２）は、第２.４の木曜日となります
※容器包装プラスチックの収集日に当たる日は、可燃ごみは、収集しない
ので注意してください。
　収集日などについては、３月に配る予定の「ごみの収集カレンダー」を
ご覧ください。
説明会を開催します
　次のような日程で行います。ご来場の際にはスリッパを持参してくださ
い。（中央公民館を除く）なお、地区などで要望がある場合には、職員が
伺い、説明いたします。　　　　　　　　　　　�環境保全課�80・1273
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す
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家
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の
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と
人
生
は
、
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を
基

盤
に
形
成
さ
れ
た
と
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東
京
湾
学
で

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
地
域

学
の
必
要
性
と
効
用
論
を
提
唱
し
、

研
究
し
な
が
ら
多
彩
な
光
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を
見
ま
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た
が
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家
郷
の
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も
こ
う
し
て
出
会
い
ま
し
た
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富
津
市
青
木
一
二
四
六
番
地
一
帯

の
、
狐
塚
集
落
遺
跡
は
平
成
六
年
に
、

君
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
発
掘

し
ま
し
た
。
結
果
は
弥
生
時
代
か
ら

平
安
時
代
に
か
け
て
の
、
住
居
跡
や

生
活
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
特

に
奈
良
時
代
（
約
千
三
百
年
前
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の

住
居
跡
か
ら
、
人
名
な
ど
が
墨
書
さ

れ
た
土
器
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
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師
大

場
磐
雄
教
授
か
ら
、
奈
良
時
代
以
前

か
ら
の
、
房
総
の
開
拓
者
は
、 
太 
・

お
お

 
夛 
・

お
お

 
大
生 
・

お

お

 
意
富 
な
ど
と
書
く
、
一

お

お

族
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
伝
承
や

記
録
か
ら
の
考
察
で
し
た
が
、
青
木

発
見
の
奈
良
時
代
の
土
器
は
、
こ
う

し
た
師
説
を
明
確
に
実
証
し
て
く
れ
、

地
域
の
草
分
け
を
感
じ
ま
し
た
。

　

考
古
学
に
よ
る
発
掘
調
査
の
成
果

で
す
が
、
青
木
の
大
生
一
族
が
生
活

し
た
頃
は
、
飯
野
平
野
は
内
房
線
沿

い
の
砂
丘
に
守
ら
れ
た
入
江
で
、
私

は
「
須
恵
の 
潟
港 
」
と
名
づ
け
て
い

せ
き
こ
う

ま
す
が
、
と
に
か
く
大
生
一
族
は
青

木
に
漁
村
を
形
成
し
、
海
運
に
も
関

与
し
て
、
家
郷
の
開
拓
と
建
設
に
努

め
た
と
見
て
お
り
ま
す
。

場　　　所日　　　時

中 央 公 民 館 大 ホ ー ル

２ 月 １ 日 � 午 後 ２ 時 青 堀 小 学 校 体 育 館

湊 小 学 校 体 育 館

関 豊 小 学 校 体 育 館
２ 月 ８ 日 � 午 後 ２ 時

竹 岡 小 学 校 体 育 館

吉 野 小 学 校 体 育 館

２月11日（水・祝）午後２時 富 津 小 学 校 体 育 館

天 神 山 小 学 校 体 育 館

環 南 小 学 校 体 育 館
２ 月 1 5 日 � 午 後 ２ 時

金谷コミニュティセンター

佐 貫 小 学 校 体 育 館

２ 月 2 9 日 � 午 後 ２ 時 飯 野 小 学 校 体 育 館

環 小 学 校 体 育 館

富富津津市市生生涯涯学学習習推推進進大大会会
第第４４回回

日時：２月１日（日）
午後１時から（受付12時30分）

場所：富 津 公 民 館
　　　　（入場無料）

オープニングオオーーププニニンンググ

講 演講講 演演

富津公民館サークル 和太鼓　海　道
　　演　目：和太鼓演奏

市民会館サークル　天羽スイングコール
　　曲　目：我が富津　海と岬と花笑みと　ほか

元巨人軍選手・プロ野球解説者

おおくぼひろもと

デー
ブ

演 題

学学びびかからら生生ききががいいをを 生生ききががいいををままちちづづくくりりへへ

�教育委員会生涯学習課�８０・１３４２

大久保博元さん

私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私ののののののののののののののののののののののののののののののののの野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

生涯学習マスコット
『マナビィ』

１１０番は緊急電話！ 
☆不幸にして事件事故に遭った時、見た時は、ためらわずに１１０番
してください。

・通報が早ければ早いほど、犯人逮捕の確率が高くなり被害の拡
大防止につながります。
・相談ごとは相談ダイヤル043・227・9110、または富津警察署へ
１１０通報のお願い 
☆携帯電話で１１０番　こんなことに気を付けて
・現在地の確認（店、民家などの表札、電柱番号）
・運転中は危険です。安全な場所に停車してから通報を！
・竹岡、金谷など海岸付近では他県警につながることがあります。
落ち着いて指示に従ってください。

１１０通報のポイント 
１．事件ですか？事故ですか？
２．いつ・どこでありましたか？
３．どんな状況ですか？
４．犯人は？
５．あなたのお名前と連絡先を教えてください。
※ＦＡＸ110番は、言葉や聴覚に障害のある人の110番です。
�0120・110294（ひゃくとうばんふくし）
�富津警察署�66・0110

１月10日は１１０番の日
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●
表
計
算
ソ
フ
ト
（
Ｖ
Ｂ
Ａ
マ

ク
ロ
編
）

日
時　

１
月　

日�
、　

日�
、

20

21

　

日�
〜　

日�
　

午
前
９
時

27

29

〜
午
後
４
時

受
講
料　

８
０
０
０
円

●
表
計
算
ソ
フ
ト
（
関
数
活
用

編
）

日
時　

１
月　

日�
、　

日�
、

24

25

　

日�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

31受
講
料　

７
５
０
０
円

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
（
Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ
と
周
辺
技
術
紹
介
編
）

日
時　

１
月　

日�
〜　

日�

20

23

午
後
６
時
〜
９
時

受
講
料　

７
０
０
０
円

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
（
製
作

テ
ク
ニ
ッ
ク
編
）

日
時　

１
月　

日�
〜　

日�

27

31

午
後
６
時
〜
９
時
（
土
曜
日
は

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

受
講
料　

７
０
０
０
円

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用

日
時　

２
月
６
日�
、
７
日�

　

日�
、　

日�
午
前
９
時
〜

13

14

午
後
４
時

受
講
料　

９
５
０
０
円

●
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
（
ワ
イ

ヤ
ー
フ
レ
ー
ム
、
サ
ー
フ
ェ
ス

モ
デ
ル
編
）

日
時　

１
月　

日�
〜　

日�

19

23

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
講
料　

１
万
６
０
０
０
円

●
施
盤
実
践
技
術

日
時　

１
月　

日�
〜　

日�

21

23

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
講
料　

１
万
円

●
フ
ラ
イ
ス
盤
実
践
技
術

日
時　

１
月　

日�
〜　

日�

28

30

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
講
料　

１
万
円

�
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津�

　

・
０
２
１
９

52

保
健
所
管
内
動
物
取
扱
業
者

（
動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理
に

関
す
る
法
律
第
８
条
の
規
定
に

該
当
す
る
人
）
③
関
係
機
関
担

当
者
、
約
３
０
０
人

講
習
内
容　

①
狂
犬
病
の
最
新

情
報
に
つ
い
て
②
内
・
外
部
寄

生
虫
症
を
メ
イ
ン
と
し
た
動
物

由
来
感
染
症
に
つ
い
て
③
学
校

飼
育
か
ら
学
ぶ
心
の
教
育

費
用　

無
料

申
し
込
み
・�
１
月　

日�
ま

23

で
に
電
話
で
木
更
津
保
健
所
生

活
衛
生
課
へ�
０
４
３
８
・　

・
22

３
７
４
３
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

・
ペ
ン
ケ
ー
ス
作
り

日
時　

２
月
２
日�
、
３
日�

い
ず
れ
か
午
後
１
時　

分
〜
３

30

時　

分
30

費
用　

２
０
０
円

・
藍
染
め
体
験

日
時　

２
月
４
日�
、
５
日�

い
ず
れ
か
午
後
１
時　

分
〜
３

30

時　

分
30

費
用　

４
０
０
円

・
木
工
鉢
カ
バ
ー
体
験

日
時　

２
月
６
日�
、
８
日�

い
ず
れ
か
午
後
１
時　

分
〜
３

30

時　

分
30

費
用　

４
０
０
円

場
所　

富
津
中
学
校
（
玄
関
前

集
合
）

申
し
込
み
・�
１
月　

日�
〜

13

　

日�
ま
で
に
電
話
ま
た
は

23フ
ァ
ク
ス
で
同
学
校
潮
風
学
級

教
諭
佐
野�
　

・
１
１
４
７�

87

　

・
１
１
４
９

87

交
通
犯
罪
被
害
者
遺
族
、
井
上

保
孝
さ
ん
・
郁
美
さ
ん
夫
妻
に

よ
る
「
東
名
高
速
酒
酔
い
ト

ラ
ッ
ク
事
故
で
子
ど
も
２
人
を

失
っ
て
」
〜
被
害
者
遺
族
に

な
っ
て
感
じ
た
こ
と
〜
と
題
す

る
特
別
講
演

対
象　

ど
な
た
で
も

入
場
料　

無
料

定
員　

７
０
０
人

�
同
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
会
事

務
局�
０
４
３
・
２
２
７
・
５

６
２
６

ル
受
賞
作
品
の
発
表
○
視
聴
覚

機
材
展
示

対
象　

視
聴
覚
教
材
に
興
味
あ

る
人
ど
な
た
で
も

�
君
津
地
方
視
聴
覚
教
材
セ
ン

タ
ー�
０
４
３
８
・　

・
２
７

25

０
７
ま
た
は
生
涯
学
習
課�

　

・
１
３
４
２

80
　

市
の
特
産
品
で
、
健
康
食
品

の
シ
イ
タ
ケ
作
り
を
体
験
し
よ

う日
時　

２
月
７

日�
午
前　

時
10

〜　

時　

分

11

30

場
所　

富
津
市

民
の
森
管
理
棟

対
象　

市
内
在

住
・
在
勤
で
シ

イ
タ
ケ
作
り
の

経
験
の
な
い
人

　

人
30費

用　

５
０
０

円
（
保
険
料
・

材
料
代
）

申
し
込
み　

１
月
５
日�
か
ら

電
話
で
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

※
自
分
で
駒
打
ち
し
た
、
ほ
た

木
２
本
が
持
ち
帰
れ
ま
す

申
込
先
・�
商
工
観
光
課�
　

・
80

１
２
９
１

日
時　

２
月
４
日�
午
後
２
時

　

分
〜（
午
後
１
時　

分
開
場
）

30

45

場
所　

ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
千

葉
３
階
「
ぱ
・
る
・
る
ホ
ー
ル
」

内
容　

東
京
医
科
歯
科
大
学
教

授
、
全
国
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
長
山
上
晧
さ
ん
に
よ

る
「
犯
罪
被
害
者
の
心
理
と
援

助
」
と
題
す
る
記
念
講
演
と
、

時
〜
３
時
）、
特
産
切
り
花
の

無
料
配
布
、
生
け
花
の
展
示
、

野
点
な
ど

�
君
津
支
庁
農
林
振
興
課�
０

４
３
８
・　

・
１
１
０
０

25

　

視
聴
覚
機
器
、
教
材
な
ど
の

効
果
的
な
利
用
の
仕
方
や
自
作

教
材
の
開
発
に
役
立
ち
ま
す

日
時　

１
月　

日�
午
後
２
時

22

　

分
〜
５
時　

分

30

15

場
所　

木
更
津
市
立
桜
井
公
民

館内
容　

○
講
演
「
山
の
分
校
の

記
録
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
○

君
津
地
方
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー

日
時　

１
月　

日�
〜　

日�

25

31

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
最
終

日
は
午
後
２
時
ま
で
、
月
曜
休

館
）

場
所　

中
央
公
民
館

内
容　
『
我
が
ま
ち
、
お
お
さ

わ
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
応
募
作

品
を
展
示

�
大
佐
和
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

�
　

・
３
５
９
１

65
日
時　

１
月　

日�
午
前　

時

17

10

　

分
〜
午
後
４
時
、　

日�
午

30

18

前　

時
〜
午
後
３
時

10
場
所　

イ
オ
ン
富
津
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ー
ト

内
容　

花
と
イ
チ
ゴ
の
展
示
即

売
（
予
約
受
付　

日
午
前　

時

17

10

　

分
〜
・
引
渡
し　

日
午
後
１

30

18

ま
ち
づ
く
り
写
真
展

ま
ち
づ
く
り
写
真
展

第

回
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆

第　

回
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆

3232
第

回
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第　

回
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

1212

君
津
地
方
視
聴
覚
教
育

君
津
地
方
視
聴
覚
教
育

振
興
大
会

振
興
大
会

シ
イ
タ
ケ
作
り
教
室

シ
イ
タ
ケ
作
り
教
室

「
千
葉
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

「
千
葉
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
」
設
立
記
念
講
演
会

ン
タ
ー
」
設
立
記
念
講
演
会

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 111111111111111111111444444444444444444444 回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新 春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春 洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋 画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画 展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
会期　１月２６日（月）～３１日（土）
時間　午前９時～午後４時３０分
　　　（最終日は午後３時まで）
場所　市役所市民ホール
内容　中央公民館のパレットの会、

富津公民館の絵画教室、愛画会、
彩友会の皆さんの作品展示

�同展実行委員会
　斉藤�６６・００６１

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

近
年
、
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
輸

入
動
物
が
増
え
た
り
動
物
と
人

と
の
接
触
が
高
ま
り
、
今
ま
で

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
動
物
由
来

感
染
症
の
発
生
が
時
々
認
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で
の
狂

犬
病
の
発
生
が
無
く
な
っ
て
か

ら　

数
年
が
経
過
し
、
こ
の
病

40
気
に
対
す
る
認
識
が
軽
く
見
ら

れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
の
で
こ

れ
ら
を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う

日
時　

１
月　

日�
午
後
１
時

25

〜場
所　

木
更
津
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル　

対
象　

①
一
般
市
民
②
木
更
津

衛
生
講
習
会
「
ペ
ッ
ト
か
ら
う
つ

衛
生
講
習
会
「
ペ
ッ
ト
か
ら
う
つ

る
病
気
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
」

る
病
気
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
」

富
津
中
学
校
潮
風
学
級

富
津
中
学
校
潮
風
学
級

作
業
学
習
体
験

作
業
学
習
体
験

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

（
１
〜
２
月
期
コ
ー
ス
）

（
１
〜
２
月
期
コ
ー
ス
）

各　
　

種　
　

相　
　

談

相

談

名

人
権
・
行
政
相
談

結
婚
相
談

児
童
家
庭
相
談

職
業
相
談

消
費
生
活

苦
情
相
談

交
通
事
故
相
談

子

育

て

ア
ド
バ
イ
ス

納
付
相
談

※
祝
日
と
１
月
１
日
〜
３
日
は
除
き
ま
す

１ 

月
７
日

８
日

９
日

毎

週

火
曜
日

毎

週

月
〜
金

月
曜
日

火
水
金

７
日

　

日
21

　

日
13

毎

週

月
〜
金

　

〜　

日

27

30

２ 

月
４
日

５
日

６
日

毎

週

火
曜
日

毎

週

月
〜
金

月
曜
日

火
水
金

４
日

　

日
18９

日

毎

週

月
〜
金

　

〜　

日

25

27

場

所

市

役

所

中
央
公
民
館

市
民
会
館

市
役
所
（
第
３

火
曜
日
は
市
民

会
館
）

市

役

所

市

役

所

市

役

所

市

役

所

各
公
立
保
育
所

市

役

所

時

間

午
後
１
時
〜

　
　

４
時

午
後
１
時
〜

　
　

４
時

午
後
８
時

　
　
　

分
〜

30

午
後
５
時

（
電
話
可
）

午
後
１
時
〜

　
　

４
時

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

午
前　

時
〜

10

午
後
３
時

午
前　

時
〜

10

午
後
３
時

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

（
電
話
可
）

午
後
５
時
〜

　
　

７
時

問
い
合
わ
せ

市
民
課

�
　

・
１
２
５
２

80
福
祉
事
務
所

�
　

・
１
２
５
６

80
商
工
観
光
課

�
　

・
１
２
８
７

80
商
工
観
光
課

�
　

・
１
２
８
７

80
市
民
課

�
　

・
１
２
７
６

80
各
公
立
保
育
所

納
税
課

�
　

・
１
２
４
３

80

ふ
れ
あ
い
相
談 �
社
会
福
祉
協
議
会 �
　

・
９
６
１
１

87

相

談

名

福
祉
相
談

シ
ル
バ
ー
相
談

人
生
な
ん
で
も
相
談

介
護
相
談

法
律
相
談

子
育
て
相
談

住
宅
改
造
相
談

※
祝
日
と
１
月
１
日
〜
３
日
は
除
き
ま
す

月

日

第

２

月
曜
日

毎

週

月
〜
金

毎

週

月
曜
日

毎

週

水
曜
日

第
１
・
第
３

金
曜
日

毎

週

月
〜
金

※
水
曜
日

は
除
く

毎

週

月
〜
金

場

所

市
役
所

第
１
市
民
相
談
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

天
羽
老
人

憩
の
家

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

【
紫
苑
荘
】

市
役
所

第
１
市
民
相
談
室

和
光
保
育
園

大
貫
保
育
園

富
津
保
育
園

セ
ン
ト
ケ
ア

木
更
津

時

間

午
後
１
時
〜

　
　

４
時

午
前　

時
〜

10

午
後
３
時

午
前　

時
〜

10

午
後
３
時

午
前　

時
〜

10

午
後
３
時

午
前　

時
〜

10

午
後
４
時

午
前　

時
〜

10

午
後
３
時

午
前　

時
〜

10

午
後
３
時

相
談
方
法

面

接

電
話

　

・
７
３
２
１

80電
話

　

・
２
８
０
１

67電
話

　

・
５
０
７
７

87面
接

◆
予
約
制

　

・
９
６
１
１

87
　

・
２
７
７
２

65
　

・
０
０
５
９

65
　

・
２
１
０
４

87面
接
も
可

電
話

０
４
３
８
・　

・
37

２
９
４
８

相
談
員

民
生
委
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

学
識
経
験
者

介
護
福
祉
士

弁

護

士

保

育

士

介
護
福
祉
士

弁

護

士

会　期　１月１９日（月）～２５日（日）
時　間　午前９時～午後４時３０分
　　　　（最終日は午後２時まで）
場　所　市役所市民ホール
�富津市美術会実行委員会
　高増　�６６・０９３６

平成1６年平成1６年

新新春春美美術術会会展展
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ほ
か
の
改
正
内
容
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
を

�
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
監

督
課�
０
４
３
・
２
２
１
・
２

３
０
４

○
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
申

請
方
法
、
教
育
訓
練
経
費
の
認

定
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
平
成　

年　

月
１

15

11

日
以
降
に
提
出
す
る
申
請
者
か

ら
適
用
）

○
有
期
労
働
契
約
の
更
新
に
か

か
わ
る
離
職
理
由
が
見
直
さ
れ

ま
す
。（
受
給
資
格
に
係
る
離

職
の
日
が
平
成　

年
１
月
１
日

16

以
後
の
基
本
手
当
て
の
受
給
資

格
者
に
適
用
）

○
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
手

続
き
方
法
が
一
部
見
直
さ
れ
ま

す
。（
平
成　

年
１
月
１
日
以

16

後
に
初
回
の
基
本
給
付
金
の
支

給
申
請
を
行
う
被
保
険
者
に
適

用
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

�
千
葉
労
働
局
職
業
安
定
課�

０
４
３
・
２
０
２
・
５
１
２
２

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
き
さ
ら

づ�
０
４
３
８
・　

・
６
２
２

36

８

任
保
険
、
任
意
自
動
車
保
険
の

請
求
に
つ
い
て
も
ど
う
ぞ
。

相
談
電
話
番
号　

０
４
３
・
２

８
４
・
７
９
５
５

相
談
日　

月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

費
用　

無
料

※
弁
護
士
相
談
は
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
、
予
約
制
の

面
談
の
み
、
無
料

�
�
日
本
損
害
保
険
協
会
千
葉

県
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー�
０
４
３
・
２
８
４
・
７

９
５
５

　

１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

主
な
改
正

　

①
有
期
労
働
契
約
の
期
限
の

上
限
を
原
則
３
年
に
延
長
し
、

高
度
の
専
門
的
な
知
識
な
ど
を

有
す
る
人
や
満　

歳
以
上
の
人

60

に
つ
い
て
は
、
５
年
と
す
る
こ

と
な
ど
の
有
期
労
働
契
約
の
見

直
し
②
最
高
裁
の
判
決
で
確
立

さ
れ
た
、
解
雇
に
関
す
る
基
本

的
な
ル
ー
ル
で
あ
る
「
解
雇
権

濫
用
法
理
」
が
法
律
に
明
記
さ

れ
た
③
企
画
業
務
型
裁
量
労
働

制
導
入
の
要
件
や
手
続
が
緩
和

さ
れ
た
、
こ
と
な
ど
。

―　
�
０
４
３
・
２
９
８
・
４

11
３
６
７

　

仕
事
な
ど
の
都
合
で
相
談
に

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た

め
に　

月
か
ら
、
電
話
に
よ
る

12

相
談
も
開
設
し
て
い
ま
す

受
付
日
時　

毎
月
第
一
水
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

電
話
番
号　
　

・
１
２
５
２

80

対
応
者　

富
津
市
人
権
擁
護
委

員※
面
接
相
談
は
、
毎
月
第
一
の

水
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
後
１

時
〜
４
時
ま
で
開
設
し
て
い
ま

す
（
４
ペ
ー
ジ
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
に
掲
載
）

�
市
民
課�
　

・
１
２
５
２

80

　

交
通
事
故
に
遭
っ
て
困
っ
た

時
、
ま
ず
は
電
話
で
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
。
自
動
車
損
害
賠
償
責

�
申
し
込
み
・�
自
衛
隊
千
葉
地

方
連
絡
部
木
更
津
募
集
事
務
所

�
０
４
３
８
・　

・
５
７
３
４

23

募
集
学
生　

教
養
学
部
○
全
科

履
修
生（
大
学
卒
業
を
目
指
す
）

○
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
）

○
科
目
履
修
生（
１
学
期
間『
６

カ
月
』在
学
）　

大
学
院
○
修
士

科
目
生
（
１
学
期
間
『
６
カ
月
』

在
学
し
１
科
目
か
ら
履
修
）

出
願
受
付　

２
月　

日�
ま
で

29

資
料
請
求
・�
放
送
大
学
千
葉

学
習
セ
ン
タ
ー
〒
２
６
１
―
８

５
８
６
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
２

て
新
１
年
生
を
募
集
）

受
付
期
間　

１
月
９
日�
〜
３

月　

日�
19

寮
費　

月
額
、
約
３
万
５
０
０

０
円
（
朝
夕
食

事
込
み
）

所
在
地　

市
川

市
国
府
台
１
―

５
―　

（
Ｊ
Ｒ

20

市
川
駅
か
ら
バ

ス
７
分
、
京
成

国
府
台
駅
か
ら

徒
歩　

分
）

10

選
考
日　

第
１

回
３
月
１
日�
、

第
２
回
３
月　

日�
22

�
同
寮�
０
４
７
・
３
７
２
・

９
８
４
６

応
募
資
格　

一
般
・　

歳
以
上

18

　

歳
未
満
、
技
能
・　

歳
以
上

34

18

で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て　
53

歳
〜　

歳
、
い
ず
れ
も
自
衛
官

55

未
経
験
者

募
集
期
間　

１
月　

日�
〜
４

13

月
９
日�

試
験
日　

４
月　

日�
〜　

日

17

19

募
集
人
員　

８
時
間
勤
務
２
人
、

５
時
間　

分
勤
務
１
人
、
３
時

45

間
勤
務
（
午
前
・
午
後
）　

人
13

応
募
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

34

日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま

50

で
に
生
ま
れ
た
人

募
集
期
間　

１
月
６
日�
〜　
16

日�採
用
方
法　

面
接
と
書
類
審
査

面
接
日　

１
月　

日�
23

採
用
時
期　

４
月
１
日

※
申
し
込
み
書
類
な
ど
は
問
い

合
わ
せ
を

�
学
校
教
育
課�
　

・
１
３
４

80

３応
募
資
格　

県
民
の
子
弟
で
、

平
成　

年
度
４
年
生
大
学
に
入

16

学
予
定
、
ま
た
は
す
で
に
大
学

に
在
学
し
て
い
る
男
子
学
生

募
集
人
員　

約　

人
（
主
と
し

10

学
校
給
食
臨
時
調
理
員

学
校
給
食
臨
時
調
理
員

県
育
英
会
館
学
生
寮
の

県
育
英
会
館
学
生
寮
の

寮
生
寮
生

放
送
大
学
平
成

年
度
第

放
送
大
学
平
成　

年
度
第

1616

１
学
期
（
４
月
入
学
）
学
生

１
学
期
（
４
月
入
学
）
学
生

人
権
電
話
相
談

人
権
電
話
相
談

交
通
事
故
相
談

交
通
事
故
相
談

自
動
車
保
険
請
求
相
談

自
動
車
保
険
請
求
相
談

労
働
基
準
法
の
一
部
が

労
働
基
準
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

改
正
さ
れ
ま
し
た

雇
用
保
険
法
施
行
規
則

雇
用
保
険
法
施
行
規
則

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

 
電
話
加
入
権
の
公
売
を
し
ま
す

　

再
三
に
わ
た
り
督
促
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
税
さ

れ
な
か
っ
た
滞
納
者
の
差
押
財
産
の
公
売
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
４
日�
午
前　

時
10

場
所　

君
津
合
同
庁
舎
第
７
会
議
室

公
売
方
法　

一
般
競
争
入
札

※
入
札
の
開
始
ま
で
に
市
税
が
納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
公

売
を
中
止
し
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

�
納
税
課�
　

・
１
２
４
３

80

１月･２月の
移動図書館
巡回日
★どなたでも無料

です

★1人1回3冊まで

�生涯学習課

　� 8 0・1 3 4 5

消
子
ち
ゃ
ん
の
そ
こ
が
知
り
た
い
住
宅
防
火

●ストーブのそばに
燃えやすい物を置かない。

　衣類や新聞紙、スプレー缶など、部
屋の中には、燃えやすい物や危険な物
がいっぱい。ストーブのそばに置きっ
ぱなしにしておくと、とても危険です。
ストーブのまわりは、いつでも整理整
頓。
　きちんと
守って暖か
い冬を過ご
しましょう。

消防 １１９ ��65・4913

その油断
　火から炎へ　災いへ

消子ちゃんからひとこと

火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

�
　

・ 
４
９
４
９ 

シ
キ
ュ
ー
シ
キ
ュ
ー

65

停　車　時　間２月１月ス テ ー シ ョ ン 名

午前　９時30分～10時
５日�

17日
�

８日�

20日
�

山 九 ㈱ 下 飯 野 社 宅

 10時10分～10時40分飯野コミュニティセンター

 11時～11時40分富 津 公 民 館　 青 堀 分 館

午後 ２時～２時40分Ｊ Ａ 富 津 市 青 堀 支 店

 ３時～３時50分Ｊ Ａ 富 津 市 富 津 支 店

午前 10時～10時40分３日�

26日
�

６日�

22日
�

金谷コミュニティセンター

 11時～11時30分竹岡コミュニティセンター

午後 ２時～２時40分富津市役所　天羽行政センター

 ２時50分～３時40分富 津 市 立 天 神 山 小 学 校

午前 10時00分～10時30分12日
�

24日
�

15日
�

27日
�

富 津 市 立 環 小 学 校

 10時50分～11時20分富 津 市 役 所　 関 豊 連 絡 所

午後 １時30分～２時農 村 青 少 年 研 修 セン ター

 ２時20分～３時（旧）ＪＡ富津市佐貫支店

 ３時20分～３時50分県 営 富 津 団 地

さくら号

平成16年度
入札参加資格審査申請追加受付をします

　平成１６年度に、富津市と富津市水道事業が
発注する建設工事または製造の請負契約、物品
の購入契約や設計、測量、調査などの委託契約
の入札に参加を希望する人の、入札参加資格審
査の追加申請を受け付けます。平成15年度に登
録してある人は登録の必要はありません。

申請受け付け ――――――――――――――― 
期　間　２月２日（月）～１６日（月）（土日祝日

を除く）
申請要領の販売 ―――――――――――――― 
期　間　１月５日（月）～３０日（金）（土日祝日

を除く）
時　間　午前９時～１１時３０分　午後１時

３０分～４時
場　所　財政課管財契約係（市役所２階）
価　格　１部１０００円（１部で建設業･測量等

業・物品業･管理業務業の申請が可能）

�財政課�８０・１２３９

君津郡市中央病院組合

平成16年度建設工事等入札参加資格審査追加申請受付

申請受付期間　２月１６日（月）～２７日（金）
（土日を除く）午前９時～午後４時（正午～午
後１時を除く）
申請要領の販売　２月２日（月）～２７日（金）
（土日祝日を除く）午前９時～午後４時まで（正
午～午後１時を除く）
場所　君津中央病院事務局管財課
�同病院管財課�０４３８・３６・１０７１
URL　http://www.hospital.kisarazu.chiba.jp

職 業 訓 練 生 募 集

◎建築科◎和裁科◎造園科

君津郡市共同
高等職業訓練校

申し込み・�
職業訓練法人

君津郡市職業訓練協会
木更津市吾妻２－10－13

��0438・23・9554

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

予
備
自
衛
官
補

予
備
自
衛
官
補



(6)

　

今
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ん
！
国
民
年
金
の
手
続
き

は
必
ず
し
ま
し
ょ
う
！
日
本
に

住
ん
で
い
る　

歳
か
ら　

歳
ま

20

60

で
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制

度
で
、
社
会
全
体
で
助
け
合
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

老
後
は
も
ち
ろ
ん
、
病
気
や
事

故
な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

や
死
亡
と
い
っ
た
万
一
の
と
き

に
支
え
に
な
る
の
が
年
金
で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額

１
万
３
３
０
０
円
で
す
。
納
付

に
は
毎
月
指
定
の
口
座
か
ら
保

険
料
が
自
動
的
に
払
い
込
め
る

口
座
振
替
や
、
一
度
に
前
払
い

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
割
引
の
あ

る
前
納
が
便
利
で
す
。
ま
た
、

収
入
が
な
く
、
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
と
き
に
は
免
除
制
度

が
、
学
生
に
は
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、

国
保
年
金
課
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

二
十  
歳

     

が
ス
タ
ー
ト
国
民
年

は

た

ち

金
！
新
世
紀
の
明
る
い
社
会
を

支
え
る
の
は
、
あ
な
た
で
す
。

「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞 

の
保
護
者
に「
検
討
委
だ
よ
り
」

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
と
幼
稚
園
の
違
い
と

保
育
料
が
わ
か
る
第
１
号
、
保

育
所
の
移
管
と
委
託
の
違
い
が

わ
か
る
第
２
号
、
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
が
わ
か
る
第
３

号
を
今
ま
で
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
を
希
望
す
る

人
は
児
童
家
庭
係
ま
で
申
し
出

く
だ
さ
い
。

�
児
童
家
庭
係�
　

・
１
２
５

80

６

ま
す
。
届
け
出
に
は
、
保
険
証
、

印
鑑
・
事
故
証
明
（
後
日
で
も

よ
い
）
が
必
要
で
す
。

　

示
談
の
取
り
交
し
、
賠
償
金

な
ど
の
受
領
が
あ
っ
た
場
合
は
、

国
保
が
使
え
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
示
談
の
前
に

必
ず
国
保
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ケ
ガ
が
完
治
し
た
ら
国

能
で
す
が
、
本
来
、
治
療
費
は

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で

す
か
ら
、
保
険
証
を
使
用
し
国

保
が
負
担
し
た
費
用
に
つ
い
て

は
、
加
害
者
に
支
払
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
に
国
保
は
被
害
者
に
代

わ
っ
て
加
害
者
へ
治
療
費
な
ど

を
請
求
す
る
権
利
を
取
得
し
ま

す
。

　

交
通
事
故
で
保
険
証
を
使
用

す
る
に
は
国
保
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
必
要
で
す
。

警
察
へ
届
け
出
し
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
ら

速
や
か
に
警
察
に
届
け
出
ま

し
ょ
う
。
負
傷
し
て
い
る
場
合

は
、
軽
傷
で
あ
っ
て
も
人
身
事

故
扱
い
と
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
へ
の
届
け
出
の
し
か
た

　

国
保
の
窓
口
で
『
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
』
を
提
出
し

　

交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
場

合
、
第
三
者
（
加
害
者
）
の
不

法
行
為
に
よ
り
生
じ
た
も
の
は
、

ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
人
が
そ
の
損

害
を
賠
償
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。

　

で
も
、
交
通
事
故
の
処
理
は

即
時
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
加
害
者
側
（
相
手

側
）
か
ら
す
ぐ
に
医
療
費
な
ど

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
保
険
証
を
使
用

し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
可

　
　

俳　
　
　

句 

稲
村　

蓼
花　

選

新
宮
を
祝
ぎ
て 
孟  
子 
を
讀
み
始
む 

（
青
木
）
三
枝
か
ず
を

も

う
 
し

（
評
）
新
年
初
め
て
読
み
始
め
る
書
に
孟
子
を
選
ん
だ

 
急
磴 
を
登
る
も 
励 
み
初
詣 

（
富
津
）
小
林　

逸
象

き
ゅ
う
と
う 

は

げ

（
評
）
今
年
も
又
励
げ
ま
ね
ば
と
思
ふ

赤
を
着
て
た
め
ら
ひ
少
し
老
の
春 

（
小
久
保
）平
野　

照
花

（
評
）
還
暦
は
ま
だ
ま
だ
若
い

心
打
つ 
詞 
の
あ
り
し
賀
状
か
な 

（
小
久
保
）平
野
ふ
き
子

こ
と
ば

（
評
）
今
年
も
心
を
引
締
め
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う

平
凡
に 
齢  
重 
ね
て 
去
年  
今
年 　
　
　
　
　
 

（
八
幡
）
伊
藤 
糸
遊

よ
わ
い 
か

さ
 

こ

そ
 

こ

と

し

（
評
）
平
凡
が
い
い
、
今
年
も
平
凡
に
過
し
た
い
も
の
だ

　
　
　
　

選　

者　

吟

子
規
の
句
は
親
し
み
や
す
し
読
始 

 

稲
村　

蓼
花

　
　

短　
　
　

歌

餅
を
搗
き
お 
節 
を
作
り 
忙 
し
か
り
忙
し
き
な
が
ら
出
来
る
幸
せ

せ

ち
 

せ

わ

 

（
桜
井
）
川
名
三
喜
枝

新
年
の
光
集
め
て
咲
き
匂
ふ
夫
の
眠
れ
る
み
墓
の
白
梅

 

（
更
和
）
高
梨　

愛
子

身
を
潔
め
朝
日 
拝 
み
ゐ
た
る
祖
母
懐
し
く 
顕 
つ
年
の
始
め
に

お
ろ
が 

た

 

（
台
原
）
角
田　

波
子

鳴
き
声
に
合
は
せ
首
振
り
尾
を
曲
げ
て
リ
ズ
ム
あ
る
ご
と
鴉
動
け
り

 

（
数
馬
）
関
口　

君
子

店
晒
し
の
紬
の
布
を
求
め
た
り
縫
ふ
あ
て
も
な
き
郷
愁
に
似
て

 

（
長
崎
）
栗
原　

ま
さ

ススススススススススススススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設スポーツ施設１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定月行事予定
�管理事務所�87・4205　http://www.fureai-kouen.com

球技広場 ―――――――――――――――――――――― 

１／22　木更津高専マラソン大会

運動広場 ―――――――――――――――――――――― 

１／17、31　ふれあいジュニア陸上教室

総合社会体育館 ――――――――――――――――――― 

１／３　新春バドミントン大会

１／11　第23回富津市青少年新春武道大会

１／12  第33回富津市バドミントン選手権大会

　　　　　　（男子複式･女子単式の部）

１／18　第33回富津市バドミントン選手権大会

　　　　　　（男子単式･女子複式の部）

１／31　君津地方中学校１年生バレーボール大会

お 知 ら せ
サラリーマンの確定申告

　 還付申告は　　　　　　　 から
【確定申告をすると所得税が還付される人】
○マイホームをローンなどで取得した人
　（住宅借入金等特別控除）
○病気やけがなどで多額の医療費を支払った人
　（医療費控除）
　など
【確定申告に必要なもの】
○源泉徴収票
○印鑑
○控除に必要な書類
　（住宅借入金等特別控除の場合）
　・申告者の住民票の写し
　・土地、家屋の登記簿謄（抄）本
・請負契約書や売買契約書など取得価格を明らかにする
書類の写し

　・住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書
　（医療費控除の場合）
　・医療費の領収書（事前に集計してください）
　・保険金などで補てんされた金額がわかるもの
○金融機関の口座番号がわかるもの（本人名義）

　詳しくは、木更津税務署個人課税部門にお問い合わせく
ださい。�０４３８・２３・６１６１
　市役所では、下記日程で還付申告を受け付けします。

今月の納期
 市県民税 　　　第４期
 国民健康保険税 第７期
 介護保険料 　　第７期
納期限は２月２日です

トマピー

時　　　間受付場所月　日

午前９時～午後４時本庁大会議室１月２８日（水）

〃〃１月２９日（木）

〃〃１月３０日（金）

社
会
福
祉
振
興
に
―

千
葉
県
内
房
愛
犬
ク
ラ
ブ　

 

３
万
７
５
９
９
円

富
津
郵
便
局 

５
万
２
９
２
８
円

さ
つ
ま
い
も
の
会

 

１
万
２
０
０
０
円

か
ん
七 

３
万
円

大
佐
和
盆
栽
愛
好
会 

７
０
０
０
円

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
ああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
がががががががががががががががががががが
とととととととととととととととととととと
うううううううううううううううううううう

ご
厚
意
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

�課税課�８０・１２４１

市
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

交通事故でケガを
してしまったら

二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 二十歳 ががががががががががががががががががががススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトがスタート
は た ち

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金国民年金

保
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
次
の
場
合
は
国
民
健
康
保
険

を
使
え
ま
せ
ん

●
雇
用
者
が
負
担
す
べ
き
も
の

で
、
労
災
対
象
の
事
故

●
犯
罪
行
為
や
故
意
の
事
故

●
飲
酒
に
よ
る
事
故

国
保
の
加
入
や
脱
退
は　

日
以

14

内
に
！

　

昨
年
の
９
月
か
ら
検
討
を
は

じ
め
た
公
立
保
育
所
民
間
移
管

検
討
委
員
会
で
市
民
の
皆
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供

を
と
い
う
意
見
が
大
変
多
い
た

め
、
公
私
立
の
全
保
育
所
児
童

( )

「検討委だより」
を希望の人は

小
学
生
の
部

全
国
保
護
司
連
盟
会
長
賞

千
葉
県
実
施
委
員
会
委
員
長
賞

（
優
秀
賞
）

佐
藤 
史
靖 
君（
湊
小
学
校
２
年
）

ふ
み
や
す

中
央
実
施
委
員
会
委
員
長
賞

千
葉
県
保
護
観
察
所
長
賞
（
優

秀
賞
）

佐
藤 
崇
史 
君（
湊
小
学
校
４
年
）

た
か
ふ
み

中
学
生
の
部

千
葉
県
更
生
保
護
女
性
会
連
盟

会
長
賞
（
優
秀
賞
）

池
田
有
里
さ
ん

天
羽
東
中
学
校
２
年
生

希希望望すするる高高齢齢者者にに黄黄色色いい杖杖をを
無無料料でで配配布布

　軽い合金製の黄色い杖を赤十
字富津市地区が避難用に用意し
ました。希望する人は福祉事務
所に申し込みください。
�高齢者福祉係�80・１２５８

税税務務署署はは１１月月５５日日
市市役役所所はは１１月月1166日日
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休日当番医　 ◇受付時間　午前９時～午後５時
電話番号当番医名曜日月　　日
65・3133今 村 内 科 病 院木１月１日
87・0039ア サ ナ ギ 病 院金１月２日
65・0401町 沢 医 院土１月３日
87・0650三 枝 病 院日１月４日
87・0165東 病 院日１月11日
67・0132重 田 医 院月１月12日
88・0674高 本 ク リ ニ ッ ク日１月18日
67・3223原 田 内 科 小 児 科 医 院日１月25日

都合により変更する場合もありますので、お問い合わせください
日曜・休日・緊急の場合の問い合わせは、消防本部�65・0119

君津郡市夜間急病診療所

�0438・25・6284
●診療時間：午後9時～深夜12時まで
　　　　  （毎夜間診療しています）
●診療科目：内科・小児科
　　保険証（老人医療受給者証）は、必ず持
参してください。保険証がないと治療費
を全額負担していただくことになります。

�
大
沢
滝

     

　

―　

奥
井
沢　

―

お
お
さ
わ
の
た
き

撮影　菅原譲太郎さん

　

豊
岡
と
志
駒
の
間
の
山
を
流
れ
る
小
さ
な
沢
が
志
駒
川
に
注
ぐ
、
そ
の
段
差

か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
滝
は
落
差　

メ
ー
ト
ル
。
岩
肌
を
洗
う
よ
う
に
流
れ
落
ち

13

る
水
は
、
や
わ
ら
か
な
軌
跡
を
作
り
一
帯
を
包
み
込
む
よ
う
な
や
さ
し
い
水
音

を
響
か
せ
て
い
る
。

飯島　 麗奈 ちゃん　平成10年４月１日生まれ
れ な

　　　 魁星 くん　　平成14年１月８日生まれ
か い せ い

交通事故発生状況（11月30日現在）

前年比富津市千葉県

-926233,781事故件数（件）

-16329死 者 数（人）

-137943,082負傷者数（人）

（前年比は富津市）

○集団接種（１/１～１/31）　　� �80・1268

備　　考対　　象会　　場受付時間実施日内　容

４歳未満まで接種可能
※接種方法・ツベルクリン反応
検査後48時間後に判定・陰性者
（９mm以下）にBCG接種します。
（一週間前からの体温測定は
BCGに向けて行ってください）

平成15年９月生まれ

市役所5階会議室13：00～13：30７日�
ツベルクリン
反 応 検 査

市役所5階会議室13：00～13：30９日�
判定・BCG接

種

７歳５カ月まで接種可能
※接種方法 ６週間以上間
隔をあけて２回飲みます。

平成15年８月生まれ
（１回目）

市役所5階会議室13：00～13：30８日�ポ リ オ
平成15年６月生まれ
（２回目）

☆予防接種は１週間の検温と母子手帳がないと受けられません（予診票に必ず記入）
☆通知する子以外でも対象年齢内であれば接種できます（お問い合わせください）
☆受付時間を過ぎて入場された場合お断りすることがあります。必ず時間内にお入りください
☆予防接種のすすめ（予診票のつづり）の内容をよくお読みください。

注
意

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

年始休日歯科当番医 ◇受付時間　午前10時～午後１時
電話番号当番医名曜日月　　日
65・4105平川歯科医院（千種新田）木１月１日
88・0510な かじま歯 科（ 大 堀 ）金１月２日
87・6480熊 切 歯 科 医 院（ 大 堀 ）土１月３日

ポリオ追加接種
（昭和50年から昭和52生まれの人）

　昭和50年から52年生まれの人は、厚生労働省の調査で、ポリ
オの抗体が低いことが判明しています。これらの人は、ポリ
オを接種した自分のお子さんの便などから感染する恐れがあ
ります。
　市では、これに対処するために、任意による追加接種を行い
ます。下記の対象者に該当し、希望する人は、接種日１週間前
までに母子手帳を持参して健康づくり課に申し込んで下さい。
★対象者　昭和50年から52年生まれの人で、ポリオを接種す

る乳幼児の保護者かその同居家族。ただし、過去
にポリオを２回接種してある人。

★接種日時　乳幼児と同日・同会場で行います。
★申し込み・�健康づくり課�80・1268

もうすぐ２歳。
早くお姉ちゃんより
大きくなりたいよ～!

○相談・健診（１/１～１/31）　　� �80・1268
備　　考会　　場受付時間実施日内　容

健康全般に関する相談
金谷コミュニティセンター10：00～12：00７日�

健 康 相 談

天羽漁協金谷支所10：00～12：0022日�

電話予約制

�80・1268

健康づくり課

食事（栄養）などについて
の相談

天羽行政センター９：30～11：30８日�
栄 養 相 談

健康づくり課９：30～11：3026日�

１歳６カ月ごろまでの乳
幼児

市役所1階保健センター10：00～12：00８日�
乳幼児相談

市民会館（湊）10：00～12：00９日�

平成15年９月生まれ
生後３カ月ごろの発育・発
達・離乳準備と離乳食の始
まりについて

市役所5階会議室９：30～９：4515日�３カ月児教室

備　　考会　　場受付時間実施日内　容

電話予約制

�80・1268

健康づくり課

平成15年６月生まれ
生後７カ月ごろの発育・
発達と離乳食について

中央公民館13：00～13：1527日�７カ月児教室

平成15年４月生まれ
生後９カ月ごろの発育・
発達と離乳食について

中央公民館13：00～13：1528日�９カ月児教室

平成14年12月生まれ
１歳ごろの保育と食事に
ついて

中央公民館９：20～９：4528日�１歳児教室

対
象
・
妊
婦
と
夫

１回目―妊娠中の生活と赤
ちゃんの発育発達について

市役所１階保健センター13：15～13：3016日�
両 親 学 級

２回目―妊娠中の栄養・
調理実習

中央公民館13：15～13：3023日�

平成14年６月生まれ市役所5階会議室13：00～13：30６日�１歳６カ月児健診

平成12年７月生まれ市民会館（湊）13：00～13：3014日�３歳児健康診査

（数馬）

○子宮がん・乳がん検診
　子宮がん・乳がん検診の有効
期間は1月31日�までです。
　個別受診券をお持ちで、まだ
受診されていない人は、早めに
受診しましょう。
�健康づくり課�80・1268

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
献 
血

1
月
4
日�
イ
オ
ン
富
津
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

午
前　

時
〜　

時　

分　

午
後
１
時
〜
４
時

10

11

45

1
月
8
日�
市
役
所
大
会
議
室

　

午
前　

時
〜　

時　

分　

午
後
１
時
〜
４
時

10

11

45

※
１
月
８
日�
は
、
同
時
（
午
前　

時
〜　

時　

分
・

10

11

25

午
後
１
時
〜
３
時　

分
）
に
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
会
を

10

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
健
康
づ
く
り
課�
　

・
1
2
6
8

80

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　健康と若さの秘訣？・・・「ジャズダンス」を通
じて知り合った仲間です。
　18年前、伊原順子先生と片手で足りるくらいの
人数でスタートしたこのグループ。大堀の集会所、
西川や吉野農協、飯野コミュニティセンター、湊
の市民会館、温水プールなどいろいろな施設を利
用して活動してきました。初めのころはエアロビ
クスが中心で、心地よい汗を流し、楽しくレッス
ンしていましたが、10年前から自分たちの体作り
（健康なだけでなく美しいラインを作りたい、い
くつになってもこれは女性の願望ですよね！）と、
表現する楽しさ（音楽の変化に次々と表現方法を
変える感性豊かな自分作り）に魅せられてジャズ
ダンスを始めました。今は木更津でレッスンして
います。発表会も４回経験し、５月５日には５回
目のミニ発表会を木更津市民会館で行う予定です。
ぜひ見に来てください。ジャズダンスや健康作り
に興味のある人はスタジオの扉を開いてみてくだ
さい。

美容と健康のためが病みつきに
Ｊ－パーツの皆さん

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

毎
年
、
正
月
気
分
で
夜
更
し
朝
は
遅
く
ま
で
寝
て

い
た
が
今
年
は
、
新
春
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
取
材
で
今

日
か
ら
仕
事
で
す
。　
　
　

　

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
今
年
も
忙

し
い
年
に
な
る
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
本
年
が
よ
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
ひ
ら
の
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
人
間

の
世
の
中
が
ど
ん
な
事
情
で
あ
ろ
う
と
も
月
日
は
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。

　

１
０
０
０
年
ほ
ど
も
前
に
知
り
合
い
の
安
否
確
認

か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
年
賀
状
の
や
り
取
り
。写
真
プ

リ
ン
ト
の
賀
状
が
多
く
な
っ
て
年
毎
に
成
長
す
る
友

人
の
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
別
の
意
味
で
成
長
し
て

い
る
た
ま
に
写
っ
て
い
る
友
人
。最
近
は
、
そ
の
写
真

を
パ
ソ
コ
ン
で
合
成
し
た
摩
訶
不
思
議
な
も
の
も
い
た

だ
く
。自
分
は
面
倒
く
さ
い
と
倦
厭
し
て
暮
れ
も
押

し
迫
っ
て
や
っ
と
書
く
の
に
、
い
た
だ
い
て
一
つ
一
つ
裏

表
を
ひ
っ
く
り
返
し
な
が
ら
見
る
の
は
と
て
も
う
れ

し
い
ひ
と
時
で
あ
る
。（
し
も
つ
ま
）

　

毎
年
行
わ

れ
て
い
る
こ

の
運
動
、
今

年
度
は　

月
11

　

日
に
、
青

19堀
小
学
校
で

人
権
擁
護
委

員
と
児
童
に

よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た

ち
が
相
互
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
苗
木
を
育
て
て
い
く
こ

と
で
、
心
を
豊
か
に
し
、
生

命
の
大
切
さ
、
友
だ
ち
へ
の

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
基

本
的
人
権
の
精
神
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込

め
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
苗
木
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりでででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで手作り料理と音楽と踊りで
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――ふれあいお楽しみ食事会―

　湊地区社会福祉協議会（高梨重雄

会長）は、12月５日、数馬公民館で

給食サービス活動として「ふれあい

お楽しみ食事会」を開催。今年で３

回目を迎える今回は、地区の一人暮

らしの65歳以上の老人を招き、会員の手作り料理で会食しながら、

みなと幼稚園園児の歌やピアニカ演奏、婦人会の踊りに３時間あま

りの楽しいひと時を過ごしました。

今今年年見見かかけけたた花花々々（（葉葉））。。
カカララーーででおお見見せせででききるる
ののはは今今月月号号だだけけななののでで、、
一一斉斉にに掲掲載載ししままししたた。。

　お正月にふさわしい凧、空高く泳ぐ唐人凧。
　羽山さんは、この唐人凧とも呼ばれる上総凧を20
年前に近所の雨笠伝吉さんの勧めで作り始めました。
　凧作りは、竹の選別から始まり竹切り、骨組み、
絵柄の色塗りまでの工程を一人で行います。仕事の
合い間に作業するので、１ぱい作るのには材料がそ
ろってから約３０時間かかるそうです。羽山さんの
作る凧は9尺3寸（約280cm）とかなり大きく、上部
に紋章の「上り藤」、下部に「瀧龍」の字が描かれ独
特の型をしています。
　唐人凧は音を出すのが特徴的。上部に「うなり」
という竹を薄く切ったものを張り、これが風を斬っ
て音が出るようになっています。「うなり」の角度の
調整でリズムのあるよい音が出るそうで、昔はこの
音を競ったようです。正月にはマザー牧場で凧揚げ
の実演をやるとのことです。
　羽山さんは何か物を作るのが得意で、 篆刻 や10セ

てんこく

ンチ四方ほどの小さな凧、 雨城楊枝 、果てはそれら
う じ ょ う よ う じ

を入れる額縁まで手作りでと、趣味の域を超えてい
るのではと思われるほど。だから唐人凧も作ること
が出来るのでしょう。家の近くで揚げていると「私
も作っているよ」と通りかかった人が声をかけて
行ったとか。竹岡や上総湊の方で作っている人はい
るが、若い人がなかなかいないのでうれしかったと
のことです。伝統的なこの唐人凧を守りたいとの気
持ちが表れていました。
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 羽山 　正さん
は や ま

【千種新田】

②

12/７　もみじロード。今
年は少し遅い紅葉でした。

10/10　本郷の小澤重雄
さんのお宅の庭に咲いた、
黄色いヒガンバナ？８/１　中（吉野）ではハスの花が一

面に咲きました。

　
　

富
津
公
園
で
目
立
っ
た
リ
ュ
ウ
ゼ

８/１ツ
ラ
ン
。

５/９　売津の椎熊善美さんのお宅に
咲きほこるジャーマンアイリス。見に
来たご近所の人たちと。

５/５　富津公園のつつじ

思いやりの心を思いやりの心を
持って持ってほしいとほしいと

―「人権の木」運動――「人権の木」運動―


